
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
名古屋市「低炭素モデル地区事業」 
「低炭素モデル地区事業」とは・・・ 

環境先進技術を集約し、自然との調和、省エネルギー、温室効果ガス排出量の大幅な削減を可能とした、魅力的でモデルと

なる持続可能な未来のまちづくりのことを指します。 

「低炭素モデル地区事業」は 

様々な取り組みの集約により 

一般的な事業計画と比較して 

25％以上の CO2 排出量削減を目指します。 

【歩いて暮らせる生活圏】 

 

・ 鉄道駅から８００ｍ圏内に、住宅や生活利便施設 

を配置し、公共交通によるライフスタイル 

の実現を目指します。 

 

 

 

・ 公共交通機関の利便性を活用した 

生活圏を目指します。 

【風・水・みどりを活かした暮らし】 

 
・ 豊かなみどりの空間や水辺空間を活用し、風を導き、 

暮らす人が憩いや快適さを享受できる 

空間整備を目指します。 

 

 

 

・ 地域の自然や文化を活かし、自然環境と調和した 

空間整備を目指します。 

【省エネルギーな住宅・建築物】 
 

・ 環境先進技術を集約し、エコで快適な 

住宅・建築物の整備を目指します。 

 

・ 自然と調和した、新しい住宅・建築群の 

形成を目指します。 

【エネルギーの有効活用】 

 

・ 再生可能エネルギーなどの活用により、 

持続可能で環境負荷の少ないエネルギー環境 

の整備を目指します。 

 

・ 地区を面的にとらえ、エネルギーの 

共同利用や電力融通などのエネルギー対策 

に取り組みます。 

【くるまに頼らない暮らし】 

 

・ 自転車・歩行者にとって、安全・快適な 

空間整備を目指します。 

 

・ カーシェアリング・コミュニティサイクル等 

の環境整備や運用に取り組みます。 

【 地 域 貢 献 】 

 
・ 地区に組み込まれた様々な環境技術の効果を最大限に 

発揮するため、暮らす人・働く人の学習機会を設けます。 

 

・ 地区を活用し、持続可能な暮らしを育む、 

まちの担い手の育成に取り組みます。 

低炭素モデル地区 検索

名古屋市環境局環境企画課

☎052(972)2684 ✉a2661@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp


